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口本電信電話公社第2浦和りdのクロスバI上1動交換機ほ,改良形C41,51形交換機として新たに開発され,標

準市内交換機として大都市に導入‾nJ能とするための機能整僻および経済化が行なわれたものである｡

ここでは主として改良形C41,51形交換機の主要改良事項,経済化のための新技術,製造面の考慮による経

済化および保守安定度の向_Lを詳細に述べ,あわせて接続方式,主要機器と群構成および第2浦和局の例によ

る経済化の成果について述べる〔

第1太 政良形C41,51形交換機適用階梯

1.緒 言

日本電信電話公社の標準市内交換機としてのC4,5形交換機ほ,

蕨,西条局などに納入されたC40,50形交換枚(1)(2),町田,児島んJ

などに納入されたC41,51形交換機(3),さらに集中局に適用するた

めのTS機能を追加して田無拭,横須賀局,沼津局などに納入され

たC41,51形交換機と改良され,主に地方中小都巾こ導入されてき

た｡

この間,全国番号計画の改編(4)および料金制度の変更(5)が行なわ

れ,これに関係した機能の整理が必要になり,また相当の需要をも

つ大複局地にクロスバ交換楼を導入するたよ7)の経済化と所要枚種の

整備を行なうことが必要になった｡

一方,C41,51形交換機の既設局は約90局に達しており,した

がって機能整備および経済化をほかるために交換方式をすべて史新

することは,計画,設計,製造,連用,保全の軌道にのっている現

在では好ましくないと考えられ,基本中継方式すなわち主フレーム

類ほ変更せずに,その他の装岸および部分群柄成の改良によって,

機能整備および経済化を行なうことになり,昭和36年から約2年

にわたる設計検討が子fなわれ 令種機能整脈と経済化を行なった改

良形C41,51形交換機が完成し(6',所期の臼的が退城された｡

日本電信電話公社では,改良形C41,51形交換機の本格的投局地

用交換機としての商用試験を第2浦和ノふ 第2川口局,大宮ノ如ざよ

び倉敷局の4局で行なうことを決定し,4局中で最大規模の第2浦

和局(市外帯域制上の集中局,市内複局地分ノ主〕,加入者12,000回線,

TS階梯入回線2,325回線,加入者あたり発着呼量4.1HCS)の装置

は総架数624架に及ぶもので,H立製作所から昭和38年3月に納

入され,現在順調に工事試験が行なわれており,38年10月および

12月にそれぞれTS階梯およびLS階梯のサービス開始が予定さ

れている｡

さらに昭和38年度以降の日本電信電話公社のC41,51形交換機

の導入ほ,すべて改良形C41,51形交換機に切り替えられている｡

2.改良形C41′51形交換機と適用範囲

C41,51形交換機が開発されて以来,焦｢rl局階梯へ導入のための

TS階梯機能の追加,全国番号計画の改編にともなう市外識別番号
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の"0”1本化の統一および新料金制度による距離別時間差法(K方

式)への切り替えが行なわれ,その故能が火きく改変された｡

改良形C41,51形交換機の設計にあたっては,経済化とともにこ

れらの条件を整理し,現在および将来の電話回線嗣に適合するよう

機能が整備された｡改良形C41,51形交換機の市内および市外適用

階梯を策1表に示す｡

改良形C41,51形交換枚は小局の経済化をあわせて行なってお

り,無駐在小局からマルチユニットJ如こいたる機能が具肺され適用

容量は原則として次のとおりである｡

(1)加入者801回線以上40,000回線未満の局

(2)加入者800回線以+Fの局で中継機能を必要とする局

なお大都市に導入することを考慮して,16万回線マルチユニット

局を構成する機能が付与されている｡

3.接 続 方 式

3.1中継方式の構成

C41,51形自動交換機は加入者線交換階梯であるC41形と中継

線交換階梯であるC51形で構成される部分共通制御式クロスバ自

動交換放である｡このうちC51形はC41形とは独立に中継線交換

機として使用することができ,これらを組み合わせることにより各

階梯の種々の規模の中継方式を構成することができる｡

舞1図に示す【一戸継方式ほ第2浦和局(第2図(A)(B))の例であ

る｡第2浦和局は浦和地区と川Il地区の二つの市外発着信交換機

(TS)を併置した市外帯域制上の集中局で,加入者回線数12,000の

市内交換枚(LS)を有する｡浦和市内にはこのほかにSxS市内分

ノ芯があるので,本格的複局地に導入された虫初のクロスバ交換局で

ある｡
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3.2 手套 続 動 作

接続動作にほ種々の変形があるが,ここでは代表的な例を取り上

げ接続系統図に従ってその概略を述べる｡

3.2.1自局内接続

弟3図に自局内接続系統図を示す｡加入者が受話器を上けると

ラインリンクフレーム(LLF)のラインリレーが動作し,ラインマ

ーカコネクタ(LMC)を経てラインマーカ(LM)を捕捉(ほそく)

する｡LMはあき発信レジスタ(OR)を選択し,発呼加入者との

間の接続路を閉じて復旧する｡ORからは発呼加入者に発信音が

送られる｡発呼加入者が相手加入者の番号をダイヤルし終わる

と,ORは発信レジスタマーカコネクク(ORMC)を通してセレ

クタマーカ(SM)を起動し,蓄積された情事艮を転送する｡SMは

この情報とトランスレータ(TLR)からの情報に基づき,トラン

クリンクフレーム(TLF)出側に収容された着信トランク(TT)

を捕捉して接続路を閉じ 以後の接続に必要な情報を着信レジス

タ(TR)に転送してORとともに復旧する｡TRほLMを起動

し,LMはTRから受信した被呼加入者番号をナンバグループ

(NG)によってLLF収容位置に翻訳し接続路を閉じる｡呼出信

号送出,接続路の保持はTTによって行なわれる｡

3.2.2 出中継接続

弟4図に出中継接続系統図を示す｡TLF出側トランク迷択を子_f

なうまでは自局内接続と同じであるが,トランク選択に際しTT

の代わりに相手局への出トランク(OGT),TRの代わりに出セ

ソダリンク(OSL)が動作して出センダ(OS)を捕捉する点が異な
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る｡以後の接続はOGTとOSによって相手局で進められる｡

3.2.3 着 信 接 続

第5図に弟信接続系統図を示す｡脚立局OGTから入トランク

(ICT)が起動されると入レジスタリンク(IRL)を通して入レジス

ク(IR)が接続される｡IRは前件局OSまたは発呼加入者からの

選択数字を受信し,入レジスタマーカコネクタ(IRMC)を通して

SMを起動する｡以下自局内接続と同様にして被呼加入者に接続
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第6図 ラインリンクフレームの構成

される｡

4.主要構成機器と群構成

故山形C41,51形自動交換機に使用される機旨岸のおもなものを似

り上げ,群構成とともにその特長の概略を述べる｡

4.1ラインリンクフレーム(LLF)

起呼3段,発信2段および着信3段の加入者線交換階梯の主通話

路を柄成する呼量ベースのリンクフレームで,リソク構成は完全単

リンク,加入者は1次スイッチの訴巾路に収容されている(第る

図)｡CA41号BラインリンクA架(第7図)とCA41号Bラインリ

ンクB誅三(弟8図)で基本フレームを偶成し,加入者端子数に応じ

てCA41号Dラインリンク補充架,CA41号Eラインリンク補充架

を組み合わせる(第9図)｡基本フレームを構成する架にほラインマ

ーカコネクタ,ラインリンクフレームコネクタが搭載され,さらに

架問束線が設けられているなど工事上の便宜がはかられている｡

ラインリンクフレーム群は最大6フレームで構成され,3次スイ

ッチH-i側端子はフレーム間で改式がとられている｡

4.2 ラインマーカ(L仙)および特殊ラインマーカ(SPL叶)

起呼接続および前信接続を制御する加入者線交換階梯の共通制御

装世で,CA41ち･Bラインマーカ架とCA41号B特殊ラインマーカ

架(第】0図)の2種類がある｡後抑ま‾fiF絹に1切込接続機能を付加し

たもので,実装上機能単位化が行なわれている｡またマーカ架に障

害記録コネクタを搭載したので従来の集中試験装置コネクタ架は廃

一149-



1744 椚和38年10月 日 立 評 論 第45巻 第10号

βウケCr

〟=β才

侶

/ダ

打

(4)

2J

Ar〝

l と甜
ト__+

･弓2βr殉汀
/β

(ガノ β=イββ十J♂♂＋J♂♂

ガ

JJ〝】;2♂

】2β
+_一_+

第13図 トランクリンクフレームの構成

第12図 CC41号Bナンバグループ架
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第15図 CA51号B市内外セ
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第8図 CA41号Bライン

リンクB架
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第11lズlラインリンクフレームの群構成

第10[更1CA41ぢ一B特殊ラインマーカ架

止さjtた｡このほか,特別簡易公衆識別機能の追加,障害記録情報

リードの整理などの機能整備が行なわれ,論理回路の合理化などに

より保留時分を短縮し方式上からの経済化に寄与している｡

ラインマーカ群ほ3マーカまでほ特殊ラインマーカ,それ以上は

ラインマーカを追加する最大6マーカ構成で,最大4ラインリンク

フレーム郡を制御することができる(策11図)｡

4.3 ナンバグループ(NG)

被呼加入老番号から被呼加入者のラインリンクフレーム上の収容

位置と信号種別を翻訳する装置で,千位ごとに1装置設けられる｡

代表回線は大都市導入を考慮してCA41号Bナンバグループ架で

全体の65クg(大代表25%),CC41号Bナンバグループ架(第12図)

で37%(人代表15%)まで収容可能である｡第2浦和局では,試験

室に設置される関係上後者が使用されている｡

改良されたおもな′軸も 交さ結線端子板が従来のほんだ付端子か

らラッピング端子にかわったことで,そのほか第2浦和局では後述

するように内部複式端子板が試験的に使用されている｡
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4.4 トランクリンクフレーム(TLF)

巾跳線交換椚仰の2線式-ト通話路を構成する2段フレームで,1

次,2次格丁問ば完全Fi与リンク接続になっている(第13図)｡出線

数に応じて｢Il端了･数を変えるために,基本架であるCA51ぢ▲Bトラ

ンクリンク架(第14図)と増設架であるCA51号Bトランクリング

拡張用架を設け,後者には2次格子の拡張スイッチを搭載する｡し

たがって人端丁数64,出端子数ほ底本架で400,拡張架を入れて

900,1,400の3段階をと～)うる｡

トランクリンクフレーム群ほ最大10フレームで構成され,フレー

ム問で出端子複式がとられている｡

ん5 セレクタマーカ(S仙)

中継線交換階梯の市内,市外発信,中継,着信,自局内および特

番呼などの接続を制御する共通制御装置で,CA51号Cセレクタて

-カ架とCA51号B市内外セレクタマーカ架(第】5図)の2種頸が

ある｡後部ま前者に丁拝外および市内タンデム階梯の制御機能を付加

したもので,ラインマーカ同様機能単位化により種々の便宜をはか

っている｡従来2架1装置であったものを1架1装置に改良し,さ

らに新番号計画,新料金制度に適合しうるように配慮されている｡

ラインマーカ同様,論理回路を合理化することにより保留時分を短

縮し,方式_.Lからの経済化に寄与している｡

セレクタマーカ群は最大6マーカで構成され,殺人4トランクリ

ンクフレーム群を制御することができる｡

んる 入レジスタリンクフレーム(lRLF)

入トランクと入レジス_叩Hを接続する1段接続のリンクフレーム

で,中用の制御回路により設定される∩ 課金肝駁の安否により12

線式と6線式があり,信号形式によりリンクよf)先に接続路を形成

するバイリンクをもつダイヤルパルス(DP)川とバイリンクのない

多周波(MF)用に分けられる｡改良形ではこのはか従局発信および

トランクリンクフレーム収容PBX加入者発信用として2段接続リ

ンクフレームが新設計された｡

同一セレクタマーカ群に属する同一椀種レジスタに対する入トラ

ンクでリンクを楕成し,DP用では入レジスタリンク間でグレーデ

イングをとり,後述するように入レジスタの能率を高めている｡

一例として6線式DP用のCA51号G入レジスタリンク用架を策

1る図に示す｡

4.7 出セングリンタフレーム(OSLF)

f¶トラソクとと1一与センダ間を接続する1段接続のリンクフレーム

〟(汀
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第17図 OSとOSLの接続系統

第16図 CA51ぢ-G入レジスタリンク用柴

第18図 第19図

CA41号B混載コ CA41号B着信ト

ネクタ用梨 ランク柑架

で,セレクタマーカの制御で設定される｡

原則として同一セレクタマーカ群に属する
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第20図

CA51号K入トラ

ンク用甥ヱ

トランクリンクフレー

ムに収容された肘トランクのう‾ら,同一･機種の川センダに対するも

ので群を構成する(第】7図)｡

4.8 そのほかの機器

4.8.1コ ネク タ類

コネクタほ共通制御装置であるマーカと被制御装岸であるフレ

ーム,レジスタ,セノダ,トランスレータ,ナンバグループおよ

ぴトランクなどの閃の情報送受な行なうための接続装距で,接続

路を構成する接続ユニットとそれを制御する制御ユニットで構成

される｡形式上人別してシングルエンドコネクタとダブルエンド

コネクタがあり,フレームコネクタ(ⅠノMC,LLFC,TIノFC),ト

ランクブロックコネクタ,ナンバグループコネクタおよびトラン

スレータコネクタなどが前一者に相当L,レジスタマーカコネクタ

(ORMC,IRMC,TRMC),レジスタコネクク(ORC,TRC)お

よび出センダコネクタなどが後部′こ相当する｡

一例としてⅣ類とⅠ類コネクタを拡敬したCA41シフーB舵機コネ

クタ用架を策18図に示す｡

4.8.2 ト ラ ンク類

C41形トランクには,着信トランクと市外台からの市外出中継

呼および割込出中継呼に使用される市外着信トランクなどがあ

り,後者はラインリンクフレームのほかに割込リンクフレームへ

の接続端子をもっている｡

C51形トランクには,ループ(LP),搬送(OB)およびCX

(またほDX)の監視信号方式,単一登算またはK課金などの課金

方式,出側または入側保持などのトレーソ保持方式など階梯や機

能により種々の出入トランクがある｡

第柑図はC41号B2回線着信トランクを全実装したCA41号

B着信トランク用架,第20図ほC51号B KLP入トランク,C51

号B KCX入トランク,C51号B KOB入トランクを混載した

CA51号K入トランク用架を示す｡

4.8.3 レジスタセンダ類

レジスタは接続に必要な選択数字情報を受信,蓄積する装置

で,C51号B発信レジスク,C51号F DP入レジスタなど信号方
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第21図

CA51号B発信レ

ジスタ用架

第24図

CA41号A集中監

立 評 論 第45巻 第10号

‾-′藁

第22囲 第23図

CA51号B5数字 CA41号A監視供

トランスレータ架 給架

第25阿 第26図

CC41号D線路試 CA41ワ･B架小.試

祝朱 験架 験架

スレーク用架および3数字翻訳のCA51号B3数字トランスレ

ータ架,市外用として部分5数字翻訳のCA51号A5数字トラン

スレータ架およぴCA51号B5数字トランスレータ架(弟22図),

加入者番号翻訳のCA51号A3数字トランスレータ架がある｡情

報展開網ほ抵抗またほ整流器で構成され,第2浦和局ではナンバ

グループ同様内部複式端子板が試験的に使用されている｡各架に

はトランスレータコネクタが搭載され,トランスレータの能率を

高〆)るた捌こ実装の許す限り2マーカ群からの制御を可能にして

いる｡

4.8.5 付帯装置類

付帯装置としては,-48V主電源,課金パルス源を除く各種電

抑,信弓･音源および断続源を各装置に供給しているCA41号A監

視供給架(第23図),各種装置の監視閉そく機能を集中したCA41

号A集中監視架(黄24図),加入者線路などを試験するCC41号

D線路試験架(舞25図),局内接続試験棟能を集中したCA41号

B集中試験架(舞2る図)などがある｡主装掛こ合わせて全面的に

改良が行なわれ,合理化されている｡

5.改良形C41′51形交換機の特長

一経済化および安定化のための新技術一

改f主形C41,51形交換枚の設計にあたってほ,適用範囲の拡大の

ための必要装置の設計と経済化が目標とされた｡旧形C41,51形交

換機も相当の時口を費やし経享剤生を考慮して設計されたものである

から,労せずに1割以上の経済化はできない｡したがって全装置に

わたり郡偶成,具備機能について検討を加え,これらの改良および

新技術の開発などの集杭紙果として所期以上の経済化が行なわれた

と考える｡各装掛こついての改良,経済化事項の一覧を弟2表に示

す｡なお特長ある項目については以‾Fに簡単に説明する｡

5･1経済化のための新技術

5.1.1ラインマーカの捕捉方ブ去の改良

ラインマーカ群は,前述したように割込機能をもった特殊ライ

ンマーカとラインマーカにより構成される｡従来は割込呼の待ち

合わせを考慮して,一般呼ほラインマーカを優先して捕捉し,あ

ふれた呼だけが特殊ラインマーカを捕捉する形式が採られていた

が,割込呼がきわめて少ないことを考えて,改良形では一般呼は

ラインマーカおよび特殊ラインマーカを無順位選択し,割込呼は

特殊ラインマーカだけを捕捉する形式に改められ,ラインマーカ

群の制御許容負荷が増大され,またラインマーかおよび特殊ライ

ンマーカの稼動率が均等化された｡

5.1.2 マーカの保留時分の短縮(6)(7)

マーカの保留時分を短縮することほ,マーカの許容負荷容量を

土 ±

式や階梯により各種設けられている｡セソダは選択数字情報を相

手局に送出する装置で,信号方式によりC51号D DP出センダと

C51号D MF出セソダの2種煩がある｡C41,51形日動交換焼

は部分共通制御方式を採っているので,このほかにC41号B着信

レジスタ,C51号ATS自局内レジスタなどのインパルス受信機

能のない階梯間レジスタをもっている｡また改良形でほ新たにト

ランジスタ式MF受信器を採用している｡

一例としてC51号B発信レジスタを搭載したCA51号B発信

レジスタ用架を舞21図に示す｡

J.8.4 トランスレーク類

選択数字情報をセレクタマーカの制御情報に翻訳する装置で,

市内用,市外着信用として2数字翻訳のCA51号A2数字トラソ
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第2表 改 良 設 計 に よ る 改 良 事 項一 覧

効 果

クA架

クB架

1.CA41号Bライ

て一カコネクメ

2.

吾二

右

京

DM,TM用CA41号Cラインリンク
Bの新設計
端子収容の合理化による標準局におけ
るLMCのWMの削減

レームコネクタの固定搭載
6.分割コネクタの分離忙よる接続ユ
トの縮少

7.リンクメークビジー用キーを

アプライトへ実装すること
JKL盤の削除

割り込みリ

】¶
-
■架一ク

コネクタ制御ユニットヨ
l

【

マーカコネクタ制御.
二1ニ

ット

トクタ榔ユニット

ラインマー‾カ架

特殊ラインマーカ架

ナソパーグループ架

着信レジスタ架

入レジスタリンク
フレー･ム

9r

8.架上端千坂の効果的利用によ
至昼型塑墜
シャンパ品ミ

.】_革搭載1.キー,ランプを制御ユニソトへ分散実
装することによるJKL盤削除

2.CU形端子の効果的使用むこ上るMi占C

__ノミ冬′し削除3.LMCのラ1‾ン‾リブ‾㌻瓦‾棄露斎た‾盲
るLMC用架の削除
TLRCのトランスレーダ架搭載によ
るTLRC用架の削除

CA41A-CFCE-MIX柴,CA41
B-CFCE-MIX架の新設計による

コネクタ架の合理化
i廟細面1‾√+寸‾Rll当1廠‾

LM,SPLMの揃塊方法の改良

CBリレー動作回路改良によるCB抵
軒別除
M‾i瓦‾す‾丁二二丁‾面落す‾石‾二元)痴二面古
びRKリレー削除

2次試行回路改良によるTRlリレー
削除

5.TMlリレ【削除

6.オーバオールタイマ回路ALlの削除

7.試験呼のマーカ指定機能削除

8.WMリレー用火花消去器実装
ネクタ桜紙ユニットとマーカコネク

タ接続ユニ､/_上里墜
OSC用援綻ユニッ

の統一および削減

トのTSTリレー

ーの削減

O

Q
9

0

O

C)

遡生き機絶削嘩
3.4共l司加入者棟能削除

フレーームに改善

ラスの整備追加

す〒耳垂直をC〒白痺軒≡葡三二ニーニ萱
即_p車用ナンバグループ機能追加
保留時間の短縮
9.1

9.2

9.3

9.4

接続シーケソスの合理化

割り込みリンク捕捉時J明を早める
速効C王iTr那各導入

加入者収容識別回路に復旧論理回
路の,専人

基曝護
障害記‾録の合理化
了‾ラック底面頑‾百石呑埋化

堅±甚墜三声クタを結成
ジャンパ端子板‾あ‾ラ‾う‾音う1′膚正了盲
小形化

土記竪旦旦生家カ11入峯些峯重昂の拡_表
内邪鐙式端子板の試験的召人(第2相
和局)

4二__姓旦二!コリニー_と旦さり__ヒニ甲埋旦墜二
5.DTL情報削除

レン/スタリ:/クフレーム

ソグ方式の感入
2.発信IR用2段入レジスタリンク

∽ムの新設計

9

(⊃

¶l｢∋‾

一

一

(つ =

○

∈⊂

13

15r

入レジスタリソタ

フレー･･ム

トランスレータ

レジスタおよび

セソダ

トランク全般

艮

R用コソ トローラの制御方式の

クラスの整理によ

二里旦リ
リレー化

ー化

りTN一リ

1.全国番号計画の改編,市外料金制度の
】 変更哩_担昼型全些些__________
2.16万回線マルチユニット局制御機能付
与

｢訂‾‾〒す‾i‾す豆画面盲三面子高知御癖高話
加

‾‾‾石=i二1≡ナ古二転窟画面を爾こ育
与

5.[川J公衆僚能付与

6.準市内接続機能付与

保留時間の短絡
7.1

7,2

7.3

7.4

7.5

7.6

消去数字再現回路等整流器の論理回路

翠型ちを旦虚空日興や_卿考!ら
里中顕教子ネタ__タ墜墜_
!,装置1架実装化
障害記裔ゐ‾合適確‾‾‾‾Ⅶ‾

土工__壁嘩亘墜面二
2.TLRC搭載

内部複式端子板の試験的導入
塑昼+

_______

セレン整流掛こよるてトリら‾
入

大都市用撥稀の有志鮨｢
‾

1.10RS,発信川IRS
l.2発信用DPIR

′j､形化

_旦二__旦旦些里す亭_艶鎚琴動作昨圭
+

___

j二__ヱニ才起動力準里堅塁貪些化
10.トランクーレジスタ,レジスターーJニラ;
+ 旦f亡埋転送万準_甲令畢生_____

_
11.回路合理化によるWAリレーのWKリ
レー化

レーの速動化

_旦__塾≠1荷時制御回路の合理化比マーカ指起捕捉餓福可軒亡二二_

_担+トラ_ヒ_ツヱ塵左遡畢旦の∃細し_16.ンヤック,キーの装道内実装によ

⊂)

⊂1

∩
∴
リ
■
〇
一
〇

9

〇

白
D

Q

0

0

≡匡j
__山JK_I堅甲削除___17.群構成の固定化などによる工事の容易
化

18.機能合理化による付加府高石席亭‾‾‾‾‾‾‾
】1

音信トランク

市外着信トランク

翠坤獲二旦竺塑塵う垣架順に実姓
各トランクのBリレーオ汀己床面面正

二リ2_印星軌防Jlニ
グロスパスイ‾㌻テ醇抒疲克己三火花紆云
回路追加
各種信号音前‾二‾テ由蕗によるう滑‾‾‾

着信曜埠坦壁壁上ラ
バルス制御市外茄信
トランクリ:/タフレ

TS津己台をやめるこ

レー削除

Lそ旦丞選占■二+
上jヱヱ里重量垂

-ム群内のLS,
とiこよりTISリ

臼j入トランク
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(第2蓑続き)

改

7.CXトラ

㌻竹入トランク

特殊トランク

集中試験装置架

第3表

クの復旧信号確認機能追加

8.CX入トランクのいっせい起動監視機
能追加

9.LS課金出トラン′クにフラ
機能追加

10.試験方法合理化により入トランクのT
リレーのWKt】レw化および出トラン
クのTりレーの削除

｢東面両肘曹索消薗‾トラ‾フす石窟斎訂‾i

l÷義軍還芸諾意蓋膵器材

(⊃

(⊃

○

○

試験方法の合理化
1.1次階梯マーカ指定機能削除
1.2

1.3

1.4

1.5

IR試験方法の改嘩および入レジ
スタリンクテストバーチカル削除
発信試験線をTLF群当たり1本

に削減
出トランク試験方式の簡単化およ
びTリレーの削除

トラソスレ〉タ検証試験回路の整
備簡略化

4共同電話機擬似回路迦壁
亦二二盲‾面宿組黎群

4.トランク

5.DL ICT試験棟能の追加

のMTF側コネクタ
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ネクタ架削除
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置監視のために新設

む
6.

己

断続信号の交換機側監視機能全面的削
除

信号機は手動切換えとし,日動切換機
能の削除

信号音分配方式の改良
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1.2JKLパネルの削除
1.3度数計試験装置の固定搭載化
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1.6HOWCONTの搭載
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変更斎藤面宿定宿破戒
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5.試絶入トランクの簡略化

6.受話器はずし回線の検出方法の改良
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7.線路試験トランク表示法の変更 】○
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旧形および改良形ラインマーカの保留時分

改良形(ms)

発 信 接 続

着 信 接 続

割り込み試験接続
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般
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中
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代
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第4表 旧形および改良形セレ クタマ〉カの保留時分

旧 改良形(ms)

自局内接続(4D,5D)

発 信 接 続(TLR使用)

発 信 接 続(TLR不使用〕

着 信 接 続

自局内特番

増大させ,ひいては同じ呼量に対するマーカ数を減少させること

ができる｡改良形でほこの点を重視してマーカの保留時分の短縮

が行なわれた｡

(1) ラインマーカ

ラインマーカでは,制御シーケンスの合理化,連動チャンネ

ル試験回路の導入,復旧論理回路の導入,情報転送方式の改良

により,保留時分の短縮がほかられた｡第27図に復旧形論理

回路の例を示し,弟3表に旧形および改良形ラインマーカの保

留時分を示す｡

(2)セレクタマーカ

セレクタマーカでは,制御シーケンスの合理化,トランクリ

ンクフレームの捕捉時間の短縮,クロスバスイッチの選択磁石

および保持磁石の倍電圧動作(DualVoltage Operation)など

+亘些
9.ランプ,ジャック,電鍵類の全面的主
調色統一

,｢‾ 【

弓りC5に縮少10.架幅をC8よ

__+虹__一_2.1パネル40回線
3.

し袈2,旦些_些産室重
臣面的導入による実

〔)

○

三言ニ

0

0

トラヒッタ観測装置
架

!二__ヱ_ヒニ皇室
2.随時観測項 化の一部廃止

3.着局符号別呼鼓測定は別途可搬形装置
による

4.測定項目の合理化

も
2.

3.

石

トーキー分配ユニットの新設

ーキ十増幅装置予備切換方式の経済

/､ウラ制御ユ
用に分離

により保留時分の短縮が行なわれた｡第4表に州形および改良

形セレクタマーカの保留時分を示す｡

5.1.3 セレクタマーカ肝着信トランクー一着伝レジスタ間の

群構成の自由化

改良形C41,51形交換撒でほ,着信トランクのトランクリンク

フレームの収容位荘が,着信トランクのラインリンクフレームの

収容位置に制約を与えない形式にすることにより,⊥事設計の便

宜がほかられた｢.

5.1.4 ナンバグループおよびトランスレークの交さ緯線端子の

ラッピング化および内部複式端子板の試験的導入

ナンバグループおよびトランスレータの加入者番号または市外

局番号を翻訳するための交さ結線端子板には,番号変更のひん度

を考慮してはんだ付けの端子板が使用されてきた｡しかし予想さ

れる回数の番号変更の接続替えに十分耐えるラッピング端子が製

造可能になったので,交さ結線端子板はすべてラッピング端子化

された｡これによりナソバグループおよびトランスレータの架幅

は約2割縮小された｡

また交さ結線端子板には端子間複式が多いので,内部複式端子

板(第28図)が試験的に導入され,布線および工事が簡明になっ

た｡

5.1.5 入レジスタのインパルスリレーのワイヤスプリングリレ

ー化

レジスタにおけるイン/ミルス受信リレーとしては有極リレーが

用いられてきた｡有極リレーほ,ワイヤスプリングリレーと比較

すると高価であるので,インパルスリレーのワイヤスプリングリ

レー化の検討が行なわれた｡その結果,チャツタ防止のため通常

-1弘一
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第29図 ワイヤスプリンタリ レーによる

インパルス受信回路
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第31図 改良形けた切換l口l路

第32図 2回線FM号 B受信器
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第33国 人レジスタ1群10個♂〕

人レジスタリンクの構成

∂ /β だ 〟 ∬ 〝 a7 ガ

スピード(〝∫)

第30図 ワイヤスプリングリ レーによる

インパルス受信総合動作限界の一例

のイン/くルス受信用ワイヤスプリングリレーの3次巻線を短絡す

ることにより,10ppsの両線インパルスの受信が可能になり,

TS階梯の入レジスタおよぴLS階梯の着信用入レジスタのイン

パルスリレーがワイヤスプリングリレー化された｡このインパ′レ

ス受信回路と受信特性の一例をそれぞれ第29図および第30図に

示す｡

5.1.る レジスタのけた切換回路の改良

レジスタのけた切換回路ほ受信数字ごとに歩進して蓄積を制御

するものであり,これが正しく歩進しないと誤蓄積となる｡改良

形でほ過剰歩進の可能性の全くない回路(第31図)がすべてのレ

ジスタに導入された｡

5.1.7 多周波受信器のトランジスタ化

多周波受信器としては従来からVA-1号多周波受信器が用い

れてきたが,これに代わるべき2回線MF-1号B受信器(策32

図)およびMF-1号C受信器が開発されたので,MF入レジス

タに導入された｡これによりMF入レジスタは小形化さJtl架搭

載数は約40%増加し,交換局の150V電源の電力消費ほ大幅に

減少された｡

5.1.8 入レジスタリンクフレームにグレーディングの導入

入レジスタリンクフレームとしては,入レジスタ1群10個を

単位としたフレームが用いられてきたが(第33図),入レジスタ

1749
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第34囲 グレーディソグを行なった

人レジスタリンクの構成

の使用能率を高めるため,グレーディングを採用してレジスタ群

を大群化する方法が採られた(弟34図)｡入レジスタ1群10個の

場合とグレーディングを行なった場合の入レジスタ呼量と入レジ

スタ所要数の関係を弟35図に示す｡このカ式の導入ほC5階梯

の経済化に寄与ーするところがきjっめて大きい｡.

5.l.9 着信トランクの応答監視回路の改良

着信トランクおよび市外着信トランクの結こ答監視回路は,比て答

監視リレーとその補助リレーより構成されていたが,改良形でほ

弟3占図に′Jミすように応芥監視リレーの3次巻線を短絡すること

により加入者の異常拙作の場合の瞬時誤動作を防Ir二し,補助リレ

ーを削除して経済化が行なわれたr､
5.1.10 試験方法の合羊聖化

C41,51形交換機の装置試験は集中ふt験梨によって各階梯ごと

に行なわれる｡改良形では,試験操作の合理化と経済化のため次

のような改良が行なわれた｡

(1)入レジスタリンクの試験線の廃止

従来は入レジスタの試験のために入レジスタリンクに試験線

が設けられ,特定入レジスタの試験は指定以外のレジスタを閉

そくして行なわれていたが,改良形では入レジスタ指定情報を
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第35図 入レジスタリンクの形式と許容負荷容量
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第36図 着信トランクの応答監視回路

入トランク経由で入レジスタリンクに転送することにして,指

定したレジスタの試験が簡単化された｡

(2)レジスタマーカコネクタの次階梯マーカ指定機能の廃止

従来ほ障害探索のため,レジスタマーカコネクタに次階梯の

マーカ指定枚能をもたせていたが,障害探索を閑散時に行なえ

ば指定以外のマーカを閉そくすることによっても行なえるの

で,この機能を廃止して経済化がはかられた｡

(3)出トランクの試験リレーの削除

従来の出トランクにほ,相手局に依存することなく出トラン

クまたはセソダの試験を行なうために,トランクの出側を集中

試除架に引き込むための試験リレーが出トランクごとに設けら

れていた｡しかしトランクまたはセソダの試験は相手局の自動

Hト

子局一一一親局情報転送方法

情報種別
子局動作
リ レー

被呼者空きrなし
被呼者言帥と

BT

第37図 線路試験架の子局制御回路

第5表 ワイヤスプリング

リレー使用コード比較
C41,51形LS階梯

項 目

WAリレー

WJリレー

WGリレー

1VKリレー

J】

削 械 率

旧 形
C41,51形

132

56

21

40

249

改 良 形
C41,51形

110

2

9

9

5

1

3

220

11.5%

Eリレー

不動作

動 作

第6表 C形取付板使用

種矩数比較
C41,51形LS階梯

日H靖ハ
旧 形
C41,51形

改 良 形
C41,51形

C4A

C5A

C6A

C7A

C8A

特 殊

C9B

計

削減率

212

二!二烹二
応答トランクを利用しても行なえるので,この試験リレーを削

除Lて経済化がはかられた｡

5.1.11線路試験架の子局制御回路の改良

C41,51形交換局が子局をもち,線路試験架を親局のC41,51

形交換局に集中する場合,子局加入者の試験は親局から子局を経

由して行なわれる｡この場合試験のための制御情報と加入者状態

を示す情報が相互に逆方向に転送される｡

改良形では第37図に示すような加入者状態に無関係に制御情

報を転送でき,かつ制御中か否かに無関係に加入者の状態を受信

できる方式が考案され導入された｡

5.2 製造面の男慮になる経済化

従来から使用部品の統一および機能単位化などの製造面に対する

考慮が,同系列装置の間では行なわれてきたが,改良形C41,51形

交換機の設計にあたっては,全装置を通じた使用部品の統一および

枚能単位化が行なわれた｡使用部品の統一は段取時間の節減により

部品そのものの原価低減のみでなく,間接的には製造管理事務の簡

素化に大きい効果がある｡

5.2.1使用リレーコード統一

策5表に旧形および改良形C41,51形交換機LS階梯に使用さ

れるワイヤスプリングリレーのコード数の比較を示す｡改良設計

により使用リレーコード数ほ11プg減少した｡

5.2.2 使用取付板の統一

弟る表に旧形および改良形C41,51形交換機のLS階梯に使用

されるC形取付板の種兢数の比較を示す｡これからもわかるよう

に改良形では取付板種類ほ実に34%減少している｡

5.3 保守安定度の向上

クロスバ交換戟ほ,しゅう動部分のないクロスバスイッチおよび

40年間無事故といわれるワイヤスプリングリレーを使用しており,
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第38図 障 害 記 録 紙

一日本電信電話公社第2浦和局クロスバ交換機-

第7表 旧形および改良形C41,51形交換機の

加入者当たり使用部占ム

ー第2浦和局の例一

1751

加入者当たり負数

【】口

l号形クロスバスイッチ

2号形クロスバスイッチ

WA リ レ ー

WJ リ レ ー

WJリレー(24ノ〉タJ

WG リ レ

WK リ レ

WM リ レ

RDA リ レ

RDC リ レ

RDF リ レ

平 形 リ ン

有 極 形 リ レ

TMF一発 振

2MF-1号B受信

MF-1号C 受 信

器

器

器

C51号A多周波受信器

全 局

旧 形

旦牲と旦!_塑

0.13

0.08

4.78

3.48

0,15

0.77

1.39

1.48

0.12

0.43

0.14

0.96

0.43

0.002

0.005

改 良 形
C41,51形

LS 階 梯

虹詔偶語1‾髭
0.13

0.08

3.00

3.25

0.56

0.71

1.52

1.30

0.01

0.55

0.14

0.96

0.18

0.002

0.002

0.0004

0.06

0.07

2.29

1.28

0.06

0.41

0.68

0.82

0.04

0.22

0.08

0.96

0.15

0.0005

0.001

第8表 旧形および改良形C41,51形交換棟の

TS階梯入回線当たり使用部品

一第2浦和局の例-

0.06

0.07

1.49

1.24

0.28

0.31

0.58

0.77

0.0舶

0.26

0.06

0.9(;

0.11

0.0004

0.0005

0.0001

その動作はきわめて安定であるとされている｡改良設計にあたって

は,実状に即した回路上の考慮によって保守安定度をより向上させ

るための対策が講じられた｡

5.3.1障害記録の平易化

C41,51形交換機は,障害の発見を容易にし高度の保守を行な

うために,正常接続時に装置の試験を行なうサービス呼試験方式

をとっており,障害発生時に障害記録を行なっているが,障害記

録による障害原因の解明は困難が伴うものとされている｡

改良形C41,51形交換機ではこの点を考慮し 弟38図に示す

ように記録紙パターンを動作図と関連をもたせた配列とすること

および不足情報を追加するなどの改良が加えられた〔これにより

障害原因の解明率の向上が期待される｡

5.3.2 接点保護の確実化

改良設計でほ接点の保護にノついてもより確実に保護するた♂)の

考慮が払われた〔

たとえばマーカの他装置のリレー駆動回路にほ,全病的にサー

ジサブレッサが導入され,中継線装置のクロスバスイッチの保持

接点については,異常高′竃妊の発生が認められるので/ミリスタに

よる火花消去回路により保護されたことなどで淳,る〔

る.経済化の成果

一策2浦和局の例Ⅳ

改良形C41,51形交換機の経済化の具体的成掛よ,第2浦和局の

別によって,十分に所期のfl的が達成されていることを示してい

る｡

ここでの比較では,lH形C41,51形の所要装置数は第2浦和局の

中継方式(第1図)に従い,これがIH形C41,51形の装置によって構

成されるとした場合であり,一九攻上辻形C41,51形交換機の所要装

置数は第2浦和局の装置数そのものによっている｡たたし,新旧マ

ーカの所要数は同数とLてある亡.しかし実際にほラインマーカおよ

びセレク_タマーカの昧軌時分が短縮された紙果,改良形は旧形より

1マーカ群3ないし6装岸の範糊でマ】カ1装置節約されている｡

したがって旧形のて-カ数が少なく射出されており,控え臼に見積

･)た経済化の成果でこらJん
なぉ,才ぎ2浦和ん】)の.講ノ亡ほ納j心のと_ぉり

である｡

品 名
TS階梯入回線当たり員数

旧形C41,51形【改良形C41,51形

1号形クロスバスイッチ

2号形クロスバスイッチ

WA 形 リ レ ー

WJ 漉き リ レ ーー

WJ形リレー(24メーク)

WG 形 リ

WK 形 リ

WM 形 リ

RDA 形 リ

RDC 形 リ

RDF 形 り

平 形 り

有 極 形 リ

レ ー･

レ ー

レ ーー

レ ーー

レ ､一

レ ーー

TMF一発 信 器

2MF-1号B受 信 器

MF-1号C 受 信 器

C51号A多周波一受信器
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品 名

WA,WJ,WG形リレー

WK 形 リ レ ー

WM 形 1

RDA 形,1
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いrl形C41,51形桓良形C41,51形.■経済化率(%)

全局加入者当た り

LS階梯加入者当たり

TS階梯加入者当たり

16.8

8.1

45.5

14.2 】 16

3;二;i:…
る.1加入者当たりの使用部品

旧形および改良形C41,51形交換機の加入者当たりの使用部品を

弟7表に,TS階梯人l[11線当たりの佐川部■＼■llを弟8表に示す｡

これらからリレー換算比(6ノ(弟9表Jに従ってリレl-一数経済化率

(WA換算)を求めると,舞10表にホすとぉり第2浦和局七んJ,

LS階梯およぴTS階梯についてそれぞれ16%,13%およぴ18%
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になる｡

また,ワイヤスプリング糸リレーであるWAリレー,WJリレ

ー,WGリレーおよぴWKリレーの数は,令局加入者当たi)1.5

†帆ⅠノS階梯加入者丁■弓たF)0.8凧 TS階梯人l口l線当たf)3.7仰

の減少がみられる｡

占.2 架 列 長

第2相和J占)のIH形および改良形の架列長と機能別架列長構成を

第39図にホす.ノ こjtから今上.),ⅠノS階梯およびTSl嗜梯の架列

長航跡率ほそれぞれ16%,11%および21%であることがわか

仁)T.

7.縮 R

総柄化さjtた改良形C41,51形交換機の完成により人海ん-)地へ

のクロスバ交換機の導入が促進されるものと考えられる｡

第2浦和局を例に旧形C41,51形交換機との所要リレー数比較

でんても,全局,LS階梯,TS階梯についてそれぞれ16%,

13%および18%節減され,ⅠノS階梯の加入者あたi)ワイヤスプ

リング系リレーは0.8個節減されて3.9個となり,十分所期の粍

消化｢け舶ミ達成されていることがわかる｡

安定件についてほ経済イヒとともに向_l∴のための考慮が払われて

おり,第2浦和ん和まじめ各ん)の商用試験の成掛こその成果が期待

される｡

今後の問題としてt･よ,政1辻形C41,51形交換燐へ新規サービス

を婚人する閃温 故1辻形C41,51ノ搾交換機の設計検帥こあたり政

J＼主の対象から除外された基本■い継ノブ舟f･ゴよびトフレーム類の改良

検.言､】･の問越,新規臥㌔ノーの導入の問題などがあり,今後も標準巾Iノ+

クロスバ交換機の.与/丁矧こ】j上のためいっそうの努力を続ける必費が

あると考える〔

終わりに臨んで種々ご指噂ご援助をたまわ一,たH本電信亀言出ミ

社ならびに日立製作所の各仰こ厚く感謝の意を表する｡
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